
 

博士前期課程（修士） / 共通科目 / 共通科目
科目コード：270006 

災害実践看護学特論 Disaster Nursing Practice and Science 

担当教員 木田亮平 

実務経験  

開講年次 1年次後期 単位数 2 授業形態 講義 

必修・選択 選択 時間数 30 
 

該当ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ （１）  （２） ◎ （3） ◎ 

Keywords 災害看護、災害時医療提供体制、地域防災、災害時組織運営 

学習目的・目標 《学修目的》 

災害時に看護を持続的かつ効果的に提供する医療提供体制の在り方や看護の質維持に向けた方略を検討するた
め、国内外の災害対策や災害看護実践に関する知識・視点を修得し、将来の災害看護を考究する 

《学修目標》                                             
１．平時と災害時の医療提供体制の現状と課題を理解する。 

２．持続的な医療提供体制と看護の質維持を考慮した災害組織対応と連携を理解する。 

3．災害時要配慮者への支援と関連する法制度・施策を理解する。 

4．諸外国の災害対策や災害看護実践の現状について理解する。 

5．平時からの備えを含め、将来の災害時に持続的かつ効果的に看護を提供するための体制または施策等を考究する。 

授業計画・内容 

回 内容 授業方法 担当 

1 ガイダンス、我が国の災害の特徴、災害看護の目的と対象 講義 木田 

2 災害時医療提供体制を支える法制度および関連施策の動向 プレゼン・討論 木田 

3～4 災害時の持続的看護提供のための組織づくり プレゼン・討論 木田 

5～6 災害医療チームにおけるリーダーシップと看護の役割 プレゼン・討論 木田 

7～8 災害時における看護サービスの質管理 プレゼン・討論 木田 

9～10 各災害サイクル・災害フェーズにおける組織的対応と組織間連携 プレゼン・討議 木田 

11 災害時要配慮者への看護提供と法制度および関連施策 プレゼン・討論 木田 

12～13 世界の災害傾向と諸外国の災害対応と災害看護実践 プレゼン・討議 木田 

14～15 災害看護における課題と今後の展望 プレゼン・討議 木田 

教科書 なし 

参考図書等 
 

その他、授業の中で適宜提示する 

評価指標 授業参加状況（30％）、プレゼンテーション（30％）、レポート内容（40％）から評価 

関連科目 
 

教員から学生への
メッセージ 

前提となる災害看護・災害医療関連の知識、法制度や施策を理解したうえで、災害看護に関する現状と課題の抽出、そして変

革への提案ができる視点を養いましょう。 

 


